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 要  旨 
 
近年，Web を通じたコミュニケーションが目覚しい発展を遂げている．この理由として，
誰でも簡単に情報を発信できる環境が整ったことが挙げられる．その中でも注目されているの
が SNS(Social Networking Service)である．多くのユーザに利用される大規模な SNSに加え，
社内 SNSや地域 SNSなどの小規模な SNSも，その数を増やしている．これらでは知識共有
化や地域活性化なども目的とされるが，基本的にコミュニケーションツールとして広く活用さ
れている． 
ところで，我々の研究室では配属生が加わったことや，教室が増えたことにより，研究室内
でのコミュニケーション不足や活動のしづらさを感じていた．これらを解決することの出来る
システムを導入しようと Groupwareや IM，SNSの機能比較を行なった．その結果，ユーザ
フレンドリな機能性と，研究活動を阻害しにくいコミュニケーション形式により，SNS を選
択する事に決定した．大学内研究室においては，コミュニケーションの促進だけでなく，グル
ープアクティビティを向上させることで研究活動，研究室生活の両面を充実させる事ができ
る．しかし，既存の SNSでグループアクティビティを十分に向上させられるものはない． 
そのため，本研究では円滑なコミュニケーションを実現し，グループアクティビティの向上
を目指す大学内研究室 SNS の設計と開発を行なった．この SNS には，グループアクティビ
ティを支援する論文管理機能，スケジュール機能，資産管理機能が含まれる．開発した SNS
を実際に我々の研究室内で 9ヶ月間運用し，ユーザの利用率や利用状況の評価を行った結果，
学年を超えたコミュニケーションが取られている事が確認された．特に研究室メンバが何らか
の準備に追われている時期の利用率が高く，これはまさにグループアクティビティの向上に寄
与していると考えられる． 
  大学内研究室で SNSを使用することは，研究室メンバ間のグループアクティビティを増す
だけでなく，研究室の OBとの繋がりができることや，卒業生同士で新たにネットワークを築
きあげていくことが可能な点でも，非常に有用であるといえる． 
 
